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子会社の一部事業所閉鎖のお知らせ 
 
 
 本日開催の取締役会にて、当社連結子会社である倉元マシナリー㈱埼玉事業所について、平成 19年 5
月末日をもって閉鎖することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
１．閉鎖の経緯 
 倉元マシナリー㈱埼玉事業所は、当社が平成 10年 8月にM&Aにより取得した子会社（旧 三友商鋼
㈱）でありましたが、業績不振が続いていたことから平成 18年 12月 10日に同じく当社子会社である
倉元マシナリー㈱が吸収合併し、管理体制の強化や技術的なシナジー効果等による業績の建て直しを進

めてまいりました。しかしながら、倉元マシナリー㈱埼玉事業所の主力事業である金型用モールドベー

ス※加工業界は、競争激化による価格低下トレンドが予想以上に厳しい上、近年の原材料高騰もコスト

を大きく押し上げ、また、主なユーザーが属する国内射出成型用金型市場も伸び悩んでいることから、

これ以上の赤字計上を避けるべく、金型用モールドベース加工事業を縮小するとともに加工拠点である

埼玉事業所を閉鎖することといたしました。 
 なお、同事業所の加工業務につきましては、倉元マシナリー㈱の宮城事業所に一部移管し、今後も継

続する見込みであります。 
 
※モールドベース：金型の原材料となる鋼材（金型材）の総称。特にプラスチック射出成形向け金型材を「モールドベース」と呼称し

ます。モールドベースは鋼材を金型メーカーの仕様に合わせ、切断加工・ネジ加工・ガイド用穴加工・彫り込み等

の加工を行ったものです。 
 
２．閉鎖する事業所の名称等 
 ① 名  称   倉元マシナリー㈱ 埼玉事業所 
 ② 所 在 地   埼玉県羽生市大沼 2-30-2 
 ③ 営 業 品 目   金型用モールドベースの加工および金属部品の加工 
 
３．事業所閉鎖の日程 
 4月 5日  当社取締役会にて埼玉事業所の閉鎖を決定 
 5月末日  埼玉事業所閉鎖 
 
４．今後の見通し 
埼玉事業所の閉鎖による業績予想への影響については現時点では不確定であるため、金額が確定次第、

公表させていただきます。 
 
（ご参考） 倉元マシナリー㈱の概要 
 事業内容     産業用機械の製造販売、金属部品および金型用モールドベースの加工販売 
本社・宮城事業所  宮城県名取市愛島台 1-4-9 
代 表 者       菅山勝美 
売 上 高       43億 41百万円（平成 18年度） 

以 上 


